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は じ め に

　今や私たちが支出する飲食費の約半分は加工食品であり，生鮮食品の割合は20％に満たない。つ

まり，従来の生鮮食材を購入して家庭で調理することを基本にすえた生活スタイルが大きく変わっ

てきたのである。裏を返せば，農水産業と私たち消費者の間に介在する食品産業の役割が大きく

なったのであり，食料をめぐる経済問題を考える際には，食品産業を含む食料の供給システム全体

をとらえた「フードシステム」についての理解が不可欠になっている。

　また，このようなフードシステムの変化で近年の大きな変化は国際化の進展である。好むと好ま

ざるとにかかわらず，現代の経済社会は国際化の波にさらされており，食料についても例外ではな

い。これからの食産業を考えるときには，食料をめぐる貿易の動向，WTOのルールや自由貿易協

定についての最低限の知識は身に付けておかなければならない。

　本書は，わが国の食，及び食産業について学ぼうとする大学１～２年次の学生を対象とした食料

経済学の教科書として企画された。食料経済学ではあるが，以上の考え方を反映して本書のタイト

ルは「フードシステム入門」とした。また，貿易や国際問題に関する記述も充実させた。

　編集に当たっては，幅広いテーマを取り扱いつつも，各章それぞれの記述は最低限知っておいて

ほしいことに絞りこんだ。一方，各章に配した演習問題には重要な論点を含むものもあり，これら

に取り組むことによって各章で得られる知識をより一層深めることができよう。また，読者には，

各章のコラムも併せて読んで総合的な理解に努めてほしい。

　なお，本書でフードシステムの扉を開けた読者で，更に深く学びたいと思う読者のために，巻末

にこの分野の基本的な文献で比較的新しいものをいくつか掲げておいた。

　2019年３月

� 編者　薬師寺哲郎　
� 中川　　隆　
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改訂にあたって

　2019年に本書の初版が発行されてから７年が経過した。この間，新型コロナウイルス感染症の発

生（2020年），ロシアのウクライナ侵攻開始（2022年），円安の進行と食料品価格の上昇（2022年～）

などフードシステムに影響を与える様々な出来事が相次いで発生した。

　変化の激しい時代にフードシステムについて学ぼうとすれば，できるだけ新しいデータを参照し

ながら議論することが不可欠である。今回の改訂では，公表されている可能な限り最新のデータを

図表に加え，それに伴い記述の修正を行った。

　なお，国際関係の章（第11～13章）については，新たにそれぞれの専門家である３名に執筆陣に

加わって頂き，記述のアップデートを行った。

　以上の改訂により，本書によってフードシステムの今を知る一助になれば幸いである。

　2026年２月

　
� 編者　薬師寺哲郎　
� 中川　　隆　
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サマリー

１）�清水みゆき編著
『食料経済（第６版）　
フードシステムからみ
た食料問題』オーム
社，2022，p.4．

１ 自給自足からフードシステムへ

（１）　食料はどのようにして私たちのもとへ来たのか

　現在，私たちの身の回りには多くの食品があふれている。肉や魚などの生鮮

食品もあれば，冷凍食品や調理食品のような加工食品もある。しかし，これら

の食品がどのような道筋をたどって私たちの食卓に来たのかは必ずしも明らか

ではないのではないだろうか。食料が私たちの食卓に届くまでのおおまかな経

路を歴史的経過とともにおさえておこう。

１）自給自足の時代
　人類が地球上に現れてからの長い間，食料は採取・狩猟を通じて確保されて

きた。続いて植物の栽培や家畜の飼育が行われるようになった。いずれにも共

通しているのは，食料の生産と消費が同じ人間によって営まれる「自給自足」

だったことである。この期間は実は非常に長く続いた。わが国の1960年の農家

では，飲食費の６割近くを自給していた１）。

２）生産者と消費者の分離
　経済社会の発展に伴い分業が進むと，生産者と消費者は分離し，その間に流

通業が介在して，農水産物の生産者による供給と消費者による需要を調整する

役割を担うようになる。なお，流通業には消費者に商品を販売する小売業と小

　私たちの食料を考えるとき，かつては農水産業のことを考えれば良かっ
た。しかし，今では農水産業に加えて食品産業についての理解も深めなけ
ればならない。現在の私たちの食料は，これらを合わせた巨大なフードシ
ステムによって供給されている。本章では，フードシステムとは何か，わ
が国のフードシステムがどのように発展し，現在どのような状況にあるの
かを考える。

日本のフードシステム１
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第 1章　日本のフードシステム

２）�これらに加え，国
内の畜産の発展に伴っ
て飼料穀物（とうもろ
こしなど）の輸入も増
加した。

売業者や他の業者に商品を販売する卸売業などがある。

３）食品製造業の発展
　生産者から消費者までの食料の流通経路の複雑化の１つめは，農水産物の生

産から消費までの時間の増大であり，これを解決するための食品加工の発達で

ある。すなわち，保存性を持たせるために保存のきかない生鮮農水産物を加工

するということである。一方，製粉のように，不要部分を取り除いて可食部分

のみを取り出すという食品加工もなされた。自給自足の時代にも，食物を保存

したり可食部分を取り出すためにそれぞれの家庭で加工が行われていたが，社

会的分業が進み，それらを大規模に行う産業としての食品製造業が発展した。

４）農水産物輸入の増加
　食料の流通経路の複雑化の２つめは，農水産物の生産と消費の間の空間的距

離の拡大である。特に，経済発展に伴う食料消費量の増加により，外国からの

農水産物の輸入が増加した。私たちへの食料の供給は，外国の農水産業を巻き

込みながら発展するようになった。農水産物の輸入は，まずは様々な食品産業

で利用される小麦粉，油脂，砂糖などの原料となる農産物であって，国内生産

では不足していた小麦，大豆，粗糖などから始まった２）。

　この段階の食料の流通経路の姿はほぼ1960年代の高度経済成長期の姿と考え

てよい。それを図にまとめると，図１-１の実線矢印（ ）のようになる。

５）外食産業の成立と発展
　1970年代になると，すかいらーく，ロイヤルホストなどの国内資本のチェー

ンレストランや，マクドナルドなどの外資系のレストランの第１号店が開店

し，外食産業が発展する。もちろん飲食店はそれ以前からあったが，産業とし

て大きく発展したのは1970年代であった（図１-１の ）。

国内農水産業
（国産農水産品）

国外農水産業
（輸入農水産品）

食品卸売業

食品製造業

食品小売業

消費者

外食産業
国外食品製造業
（輸入加工品）

1960年代に典型的だったフロー
1970年代に大きく発展したフロー
1980年代後半から顕著になったフロー

図１-１　フードシステムの変遷
資料：筆者作成
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１　自給自足からフードシステムへ

３）�アメリカの膨大な
貿易赤字を背景に，
1985年９月にニュー
ヨークのプラザホテル
で開かれた５カ国蔵
相・中央銀行総裁会議
でドル高是正が合意さ
れた。これが大幅な円
高をもたらした。

６）加工品輸入の増加
　1985年のプラザ合意３）を契機に円高が進み，輸入品の価格が安くなると食

料品の輸入が増加した。これまでの原料農水産物の輸入に加え，半加工あるい

は最終加工された加工食品の輸入が増加した。食品製造業や外食産業は国外で

半加工された輸入加工品を用いることが多くなった（図１-１の ）。

７）中食産業の発展―現在
　1990年代に入ると，調理することなくそのまま食べることができる料理品を

購入して持ち帰り，購入した店以外の場所で食べる中食が発展した。ここでは

食品製造業のうちの惣菜や弁当などの料理品を製造する部門，食品小売業のう

ちの料理品を販売している小売業，外食産業のうちの料理の持ち帰りを行って

いる部門を総称して「中食産業」と呼ぶことにする（図１-２）。現在，私たち

は，コンビニで手軽に弁当やサンドイッチなどの料理品を購入してそのまま家

や職場や学校などに持ち込んで食べることができる。このような便利な食生活

を営めるようになったのもそれほど古いことではない。変化のスピードは速

く，外食産業の成立と発展以降の変化は過去約50年の間に生じた。

（２）　フードシステムとは

　以上のように，現在では原料農水産物が生産されてから私たちの食卓に届く

までの間に様々な産業を経由し，複雑な経路をたどるようになっている。図１-２

のうち破線で囲んだ部分が食品産業である。食品産業に農水産業，消費者を加

えた食料の供給に関わる主体とそれらを繋ぐ関係の全体をフードシステムと呼

んでいる。

　図中の矢印は，商品・サービスの流れであるが，これを川の流れに例えて，

農水産業を川上，食品卸売業，食品製造業を川中，食品小売業・外食産業を川

国内農水産業
（国産農水産品）

国外農水産業
（輸入農水産品）

食品卸売業

食品製造業

食品小売業

消費者

外食産業
国外食品製造業
（輸入加工品）

（料理品小売）

（料理品製造）
（持ち帰り）

（中食産業）

（食品産業）

図１-２　現在のフードシステム
資料：筆者作成
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４）�輸入品は国産品に
比べて価格が安いの
で，この金額で見た輸
入品割合は数量の割合
よりも小さくなってい
る。

下，そして最後の消費者をみずうみと呼ぶこともある。

　このようなフードシステムの展開は，農水産業と消費者との間の距離が，地

理的・時間的・段階的に大きく開いたことを意味する。地理的には国内で生産

された農水産物のみならず世界の至る所から農水産物を輸入するようになっ

た。時間的には，保存技術の進歩などにより農水産物の収穫から消費までの時

間が長くなった。そして最も重要なことは，農水産物の生産から消費者に届く

までに様々な産業・主体を経由するようになったことである。

　かつては食の問題を考えるには国内の農水産業のことだけを考えれば良かっ

た。そのことがほぼ私たちの食生活を決めていたからである。ところが現在で

は，食品産業も含めて考えないと食の問題を考えたことにはならない。つま

り，現在の食料をめぐる経済問題を考えるということは，フードシステムにつ

いて考えることに他ならないのである。

2 フードシステムのフロー

（１）　フードシステムの今

　図１-３は，現在のフードシステムを金額で表したものである。フードシス

テムでは多種多様な商品が生産され，流通しているため，全体像を見るときに

は金額で見ることが欠かせない。この図を詳細に見てみよう。

　まず，わが国の消費者が2020年に支払った飲食費の総額は，右端の「飲食料

の最終消費段階」のところに76.1兆円と示されている。このうち生鮮品等（側

注６）参照）に15.4兆円，加工品に44.1兆円，外食に16.6兆円支払った。支出額が

最も多いのは加工品で58.0％，次いで外食の21.8％となっており，生鮮品等へ

の支出が最も少なく20.2％でしかない。このことは，消費者が購入する食料の

うち，多くの部分が食品産業を経由したものであることを意味する。なお，現

在利用できる最新の数字は2020年の数字であるが，この年は新型コロナウイル

ス感染症で人流が抑制され，外食のウエイトが極端に低下した年であることに

注意を要する。

　一方，図の左端は「食用農水産物の生産段階」の金額であり，10.9兆円で

あった。そのうち国内生産が9.6兆円，輸入食用農水産物が1.4兆円である。食

用農水産物の仕向先としては，食品製造業向けが最も多く60.5％を占めてお

り，農水産業と食品製造業の関係の強さを示している。また，直接消費に向け

られる最終消費向けが35.0％を占めている。これらのそれぞれの仕向額のうち

輸入品の割合は外食産業向けが15.4％と，他の仕向先に比べて高い４）。
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５）�丸め誤差のため合
計に0.1程度の差が生
じることがある。

６）�食品製造業の製品
の仕向先に「生鮮品
等」があることを不思
議に思う読者がいるだ
ろう。この「等」の部
分は食肉，精米，冷凍
魚介類が食品製造業の
製品であることによ
る。これらの産業は生
きた動物→食肉，玄米
→精米，生鮮魚→冷凍
魚といった生鮮品に単
純な変換を施したもの
にすぎないため，生鮮
品として取り扱われる
ことが多い。

　中央部にある食品製造業を見てみよう。食品製造業は，農水産業から7.8兆

円（国産品5.8，輸入品0.84，流通経費1.2の合計）で農水産物を仕入れ，加工・製

造し，生産額は35.4兆円である。その差はエネルギーコストなど他産業への支

払や食品製造業の付加価値である。食品製造業では，最終製品になるまでいく

つかの工場を経るのが一般的である。例えば，製粉業の製品である小麦粉がパ

ン製造業に販売されて最終的にパンができあがる。この場合，小麦粉が一次加

工品，パンが二次加工品である。このように食品製造業が他の食品製造業に販

売した金額が5.3兆円であり，輸入した一次加工品1.8兆円，流通経費1.6兆円と

合わせて8.7兆円が再び食品製造業に投入される。

　そして，食品製造業の販売額30.1兆円（35.4兆円から食品製造業に再販売された

5.3兆円を除く）と輸入最終製品5.2兆円（輸入加工食品7.0兆円から一次加工品1.8兆

円を除く）を合わせた35.3兆円が最終消費や外食産業に向けられる５，６）。

　外食産業は，食用農水産物を0.8兆円，食品製造業から加工品を5.2兆円仕入

れ，調理し，店舗で提供する。その生産額が16.6兆円である。生産額と仕入額

の差は他産業への支払や付加価値である。特に外食産業はサービス産業である

から，付加価値が多い。

（単位：兆円）
生産から消費に至る流れ食　　　用

農水産物の
生 産 段 階

飲 食 料 の
最終消費段階

10.9（100.0％） 76.1
（100.0％）

農水産業

国
内
生
産
9.6

輸入食用
農水産物

1.4

最終消費向け
食用農水産物（35.0％）

生
鮮
品
等
15.4

（20.2％）

加
工
品
44.1

（58.0％）

外

　
　食
16.6

（21.8％）

3.4
0.44

3.5

輸入品割合11.5％

輸入品割合12.7％

輸入品割合15.4％

食品製造業向け（60.5％）

外食産業向け（4.5％）

5.8
0.84

1.2

0.42
0.076

0.34

注：　　は輸入品，　　は各流通段階で発生する流通経費（商業マージン及び運賃）である。

二次加工向け

国
内
生
産
35.4

1.6

5.3
1.8

輸入一次
加 工 品

7.0

食品製造業

輸入加工食品

最終消費向け
4.2
1.00

2.9

最終消費向け
23.1
3.2

外食産業向け
2.8
0.95

17.7

1.4

外食産業

国
内
生
産
16.6

図１-３　フードシステムのフローチャート（2020年）
資料：�農林水産省大臣官房統計部『令和２年（2020年）農林漁業及び関連産業を中心とした産業連関表（飲食費のフローを

含む）』2025.
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